
ＣＤＱチャンバーレベル測定装置

機能概要

導入のメリット

・ ＣＤＱチャンバーの⾚熱コークスレベルを連続して計測可能なマイクロ波⽅式の測定装置です。

・ チャンバー内に投⼊後の⾚熱コークスの降下状況を連続測定します。

他方式との比較

◆ﾄｰﾀﾙﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ低減
γ線ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの線源は半減期が約5年の６０Ｃoを使⽤しており5〜10年毎に線源交換が必要
ですが（線源交換だけで6,000千円強の費⽤が繰り返し発⽣）ﾏｲｸﾛ波⽅式では不要です。

◆放射線管理業務負荷低減
γ線ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁは事業所の使⽤する放射線利⽤機器の中でも⼤きな線源を使⽤しており、これを
廃⽌することで、放射線管理業務負荷の低減、放射線利⽤による危険性低減効果⼤となります。

◆実ﾚﾍﾞﾙ連続測定値の操業改善
従来はγ線ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁから現在ﾚﾍﾞﾙを推定計算していましたが、実ﾚﾍﾞﾙを連続的に得ることによ
り各種操業改善への活⽤が期待できます。
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＜ﾏｲｸﾛ波方式＞ 検出部
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お問い合わせ

https://www.tex.nipponsteel.com

日鉄テックスエンジ株式会社 電計事業本部
■営業部

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-5-2 三菱ビル TEL：03-6860-6630

■エンジニアリング事業部 電計エンジ５部

〒050-0087 北海道室蘭市仲町１２番地 TEL：0143-47-2567

特 徴

★ﾏｲｸﾛ波ﾚﾍﾞﾙ計の特徴
ﾏｲｸﾛ波は汚れ・炎・⽔蒸気・浮遊粉塵など悪環境下でも安定した距離測定が可能です（最⼤50m）
回転ﾏｲｸﾛ波⽅式の採⽤で2回反射波による誤計測がありません。
★安定稼働に対する⼯夫
焼損など故障発⽣を防⽌するために検出部は冷却BOXの構造に⼯夫を加え、異常発⽣検知にも
配慮した取付が可能です。
★設備ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
設置環境を考慮した冷却BOX設計製作や⼯事ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・SVを請負う事が可能です。

システム構成例
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＜ 機器仕様 ＞
変調⽅式 FM-CW⽅式

使⽤周波数 10GHz

マイクロ波出⼒ 0.3ｍW

測定距離 最⼤50ｍ（検出物体による）

測定精度 ±10mm（⾦属平⾯にて）

応答時間 １秒

アンテナ パラボラアンテナ/ホーンアンテナ選択

インターフェイス RS-232C/RS-422

アナログ出⼒ 出⼒レンジ・・・DC4ｍA~20mA

電源電圧 AC90~240V 50/60Hz 30W

使⽤周囲温度
コントローラ部 -10℃〜50℃
アンテナ部 -40℃〜600℃


